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Scopus index proceedings* 

親愛なる皆様 

アテネオ・デ・マニラ大学（フィリピン，ケソン市）を会場として開催される，第 30回アジア

数学テクノロジー会議（ATCM 2025）（https://atcm.mathandtech.org/）において，対面またはオン

ラインでのご発表を心よりお待ちしております。ATCMは 1995年にシンガポールで初めて開催

され，以来，毎年世界中から参加者が集まる国際会議として親しまれています。今年も，学び

に満ちた有意義で楽しい会議となることを確信しています。ATCM 2025のテーマ：「テクノロ

ジーを活用した数学・科学・教育の新たな高みへの挑戦」です。テクノロジーの進化は，数学

や関連分野の教育・学習・研究に多大な影響を与えています。さらに，オープン AIの活用も教

育・学習のあり方に変革をもたらすでしょう。本会議では，教室や研究活動におけるテクノロ

ジーの活用経験を，対面またはオンライン形式でご発表いただき，共通な関心をもった参加者

と共有していただけます。 

 
* Scopusインデックスに登録された会議録は，研究の価値を高めるうえで重要です。これにより，研究者
の業績が評価され，キャリアの発展に大きく影響を与えるため，非常に意義があります。 



ATCMを支えてくださったすべての熱心な参加者の皆様に感謝申し上げます。1995年の初回か

ら現在まで，ATCMではすべての電子会議録（プロシーディング）を公開しております。これ

はすべての会議が達成できることではありません。これらは以下の URLでご覧いただけます。 

https://atcm.mathandtech.org/ElectronicProceedings.htm 

1995年以降，数学の学習や教育，研究にテクノロジーツールを取り入れるには，カリキュラム

の評価が必要であり，実現までに長い時間がかかったことは理解しています。しかし，革新や

創造性は，単なる反復練習や試験からは生まれないことを認識することが大切です。私たちは，

多くの方々から年々熱心な支援を受けていることに自信を持ち，次世代のために良い成果を生

み出していると確信しています。 

ATCM 2024の成功報告と感謝 

ATCM 2024がハイブリッドモードで大成功を収めたことをお知らせできることを嬉しく思いま

す。多くの旧友と再会し，新しい仲間にも出会えたことを喜んでいます。対面およびオンライ

ンで参加されたすべての皆様に感謝申し上げます。ATCM 2024が再び有益で楽しいイベントと

なることに貢献していただきました。2024 年 12月 7日の歓迎ビデオはここでご覧いただけます。

2024年 12月 8日から 12月 11日までのまとめは，それぞれビデオ 1およびビデオ 2でご覧いた

だけます。また，ATCM 2024の電子版議事録（プロシーディング）には，多くの査読済みおよ

び Scopusインデックスに登録された論文が掲載されています。さらに，多くの録画されたビデ

オもこちらの URLでご覧いただけます：https://atcm.mathandtech.org/EP2024/program.html 

 

ATCM 2025の重要な日程：以下は，ATCM 2025の投稿関連のスケジュールです。 

概要提出期限：2025年 6月 30日 

論文提出期限：2025年 7月 31日 

ATCM 2025のために，早めに概要と論文のご準備をお願いいたします。投稿は，すべてオンラ

イン査読システム（http://conferencereview.com）を通じて行う必要があります。上記の日程を必ず

ご確認ください。ATCM 2025の査読論文は，無料でアクセス可能な電子ジャーナル

「Mathematics and Technology」（eJMT）に招待掲載されます（https://php.radford.edu/ejmt/）。 

問い合わせ先： 

学術プログラムに関するご質問：Professor Wei-Chi Yang（wyang@radford.edu） 

現地運営に関するご質問：Professor Ma. Louise Antonette De Las Penas（mdelaspenas@ateneo.edu） 

https://atcm.mathandtech.org/EP2024/program.html
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